






























項目

ケアマネ及び事業所向け

【介護扶助について】
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Q36.Q35の施設へ入居する場合、入居に係る利用料はどんな扶助がありますか？

A.住宅扶助により、入居に係る利用料として①家賃②管理費（家賃相当の利用料をい
う）③入居に際し支払う必要がある保証金（敷金等に相当するものに限る）がありま
す。

Q37.被保護者本人に請求するものはどのようなものがありますか？

A.被保護者本人に直接請求するものは次のものです。
　①本人支払額（介護券に本人支払額の記載がある場合
　②ショートステイの食費のうち、負担限度額分（300円×日数）
　③ショートステイの滞在費のうち、負担限度額分（Q34参照、個室利用をした場合）
　④通所系サービスの食費
　⑤小規模多機能型居宅介護の宿泊費及び食費

Q35.認知症対応型共同生活介護、特定施設入居者生活介護（介護付有料老人ホームやケ
アハウス）、住宅型有料老人ホーム、サービス付高齢者向け住宅等へ入居する場合の家
賃相当の入居利用料の基準はありますか？

A.被保護者の入居利用料については、最低限度の生活を保障するという観点で、生活保
護の住宅扶助の基準を上限としています。

●単身者の年齢別生活扶助額について　（R5.10.1基準より）
18歳～64歳生活扶助71,460円＋家賃上限32,000円＝103,460円≧施設利用料
65歳～74歳生活扶助70,140円＋家賃上限32,000円＝102,140円≧施設利用料
75歳以上生活扶助　65,470円＋家賃上限32,000円＝97,470円≧施設利用料

※被保護者によっては障害者加算等がついている場合もあります。入居を検討する場合
は担当CWへ必ず連絡してください。
※扶養義務者から被保護者の施設利用料の支払いは収入認定となります。入居検討時は
75歳以上の年齢基準になっても施設利用料が支払えるのか必ず確認をお願いします。

Q34.Q33の介護保険施設入所の個室利用について一部例外を教えてください？

A.例外的な利用とは、個室入所中の者が保護開始となった場合、転所指導を行うことに
なりますが、転所までの間は入所を認め、居住費については、負担限度額の範囲内で生
活福祉課払いの介護扶助として給付します。
他にも「社会福祉法人による利用者負担軽減制度」を利用するなどして、被保護者の負
担が免除される場合は利用可能です。「社会福祉法人による利用者負担軽減制度」につ
いては、長寿社会課の窓口で確認をお願いします。
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